
 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

私たちの身体は、周波数でなりたっています。その周波数は、体中の情報を瞬時に脳に伝え、脳はその情報を瞬時に分析し、最適な対
応策を全身に送り返します。主要な周波数は 2030 種類もあり、それぞれが乱れずに流れる事で情報がスムーズに伝わり、身体が本来

持つ力を発揮させます。「ハーツ製品」には、その周波数を整える独自の「周波数加工®」…「ハーツ加工®」が施されています。いわ
ば脳への「道しるべ」です。 

 

 
毎月のキャンペーンのご利用また販社へのお問い合わせ、ありがとうございます。「ハーツ加工Ⓡ」
済みノベルティ品は、「クッションポーチ」「スタンドペンケース」「ピルケース」「三角ポータブル
バッグ」「クリアビニルバッグ」「マイストロー」「スーパーシールセット３組」7 種類の内からお選
びください。詳細は各販社までご確認ください。※在庫状況は日々変化します。 
 
 
 

原材料の不足・価格の高

騰により、スーパーシー

ルの生産が安定していな 

い状況でした。少々持ち直しており、ご

迷惑をお掛けしない様に準備をしており

ますが、情勢の変化により左右される可

能性もございます。あらかじめご了承を

お願いいたします。 

  編集長・佐藤拡幸 

私共の休業日は土・日・祝日で、平日の営業時間は
9:30am～5:00pm です。今月は 18 日（月）が祝日
のため休業日とさせていただきます。 
ご注文が午前中の場合は原則当日発送、正午以降の
場合は翌営業日以降の発送とさせていただきます。 
ご注文の混雑状況、在庫状況、天候・交通状況など
によりお届けまでにお時間をいただく場合もござい
ますので、ご了承ください。 

 

「ハーツ加工Ⓡ」自体は問題ありません。シールの糊は、身体に優しいシリコン系のものを使

用しておりますが、お子様など肌が敏感な方は、包帯や肌着などの上から貼っていただく事

をお勧めします。シールの効果は変わりません。 

 

傷やかぶれが十分に治癒してからご使用ください。絆創膏や包帯などの上から貼っていただ

く事は構いません。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「レギュラー」と「ベタ貼り」は、大きさ

が違うだけですので、どちらも使い易い大

きさ・形に切っていただいて大丈夫です。

角は丸く切り落とした方が剥がれにくくな

ります。 

 

気になる部分に貼るだけです。さらにその周りに

数枚プラスして貼ると、さらに実感していただけ

ます。「HEARTZ」ロゴマークの向きも決まりはあ

りません。 

※「ハーツ製品」は、「より多い」「より広い」

「より長い」方が、体感が大きいです。 

スポーツ等の場合、身体を動かす前から貼ってい

ただくと、身体の軽さや可動範囲の違いなどをよ

り実感いただけます。もちろん後でも身体本来の

力を十分発揮します。 

 

 

シール全体です。さらに、台紙、OPP 袋

にも「ハーツ加工Ⓡ」を施しています。 

 

 

貼ったままの入浴は大丈夫です。私共で

は、毎日貼り換える事をお勧めしていま

す。２～３日貼ったままの方もいらっし

ゃいますが、その場合は肌の様子をご確

認ください。数日使用後のものや汗など

で剥がれてしまったものを絆創膏などで

補強しても使用できなくはないのです

が、さすがに新品をお勧めします…。 

 

 

使用期限はありませんが、糊を使用しているた

め、高温多湿な場所は避けて保管してください。 

「ハーツ加工Ⓡ」が消える事や弱まる事はありま

せん（シールが物質的に消滅したり著しく摩耗し

ない限り、「ハーツ加工Ⓡ」が続きます）。 

 

湿布に限らず、他の製品と併用していただいても

大丈夫です。ジェルやクリームなど液状の品と併

用の際は、シールを貼ってから塗布される事をお

勧めします。 

 

スーパーシールに磁石は使用しておりませんの

で、ペースメーカーをご使用の方でも安心して

お使いいただけます。 

 

糊はシリコン系のものを採用し、より肌

に優しい素材ではありますが、個人差が

ございます。 

編集長としては、貼りたい場所に一回一

瞬だけ軽く貼ってすぐ剥がし、改めて貼

り直すと後々剥がしやすくなる場合がご

ざいます。お試しください。 

 

いずれもシールを剥がしてから受診をしてください（レントゲン・ＭＲＩなどの場合、医療機

関よりいずれのシール類も剥がす様に指示があります。電気電子治療器の種類によっては、シ

ールを貼っている部位へ急激に熱が伝わる等の危険性があります）。 


